


２

第
２
次
那
珂
市
行
政
改
革
大
綱
実
施
計
画
・

財
政
健
全
化
プ
ラ
ン
推
進
計
画
の
実
施
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

第
２
次
那
珂
市
行
政
改
革
大
綱
実
施
計
画
・

第
２
次
那
珂
市
行
政
改
革
大
綱
実
施
計
画
・

財
政
健
全
化
プ
ラ
ン
推
進
計
画
の
実
施
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

財
政
健
全
化
プ
ラ
ン
推
進
計
画
の
実
施
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

第
２
次
那
珂
市
行
政
改
革
大
綱
実
施
計
画
・

財
政
健
全
化
プ
ラ
ン
推
進
計
画
の
実
施
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

市
で
は
、
地
方
分
権
に
即
し
た
行
政
運

営
を
展
開
し
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に

使
い
、
市
総
合
計
画
の
着
実
な
実
施
と
簡

素
で
効
率
的
な
行
政
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
第
２
次
那

珂
市
行
政
改
革
大
綱
実
施
計
画
」（
推
進
期

間
は
平
成　

年
度
〜　

年
度
）
に
基
づ
き

２２

２５

行
政
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

本
計
画
で
は
、
市
民
主
体
・
市
民
参
加

に
よ
る
「
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
コ
ス
ト
意
識
な
ど
民

間
の
発
想
を
生
か
し
た
行
政
経
営
へ
の
転

換
を
進
め
、『
行
財
政
基
盤
の
確
立
』
を
柱

に
、「
市
民
と
と
も
に
進
め
る
行
政
改
革

の
推
進
」「
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
行
政

経
営
体
制
の
確
立
」「
健
全
で
効
率
的
な
行

政
経
営
の
推
進
」
の
基
本
方
針
を
掲
げ
、

　

の
実
施
項
目
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

４４

　

平
成　

年
度
の
行
政
改
革
の
取
り
組
み

２２

と
し
て
の
削
減
等
の
効
果
額
は
、
マ
イ
ナ

ス
１
億
８
６
９
９
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
削
減
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
主
な
要
因
に
つ
き
ま
し
て
は
、
職

員
の
削
減
や
未
利
用
財
産
の
処
分
を
積
極

的
に
行
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
年
３

月　

日
に
起
き
ま
し
た「
東
日
本
大
震
災
」

１１
に
よ
り
、
道
路
や
上
下
水
道
の
生
活
基
盤

の
復
旧
に
多
額
の
費
用
を
要
し
た
こ
と

や
、
臨
時
財
政
対
策
債
の
増
に
よ
り
市
債

の
発
行
を
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
と
と
も

に
、
下
水
道
な
ど
の
特
別
会
計
へ
の
繰
り

出
し
金
を
拠
出
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
早
期
に
震
災
復
興
を
図
り
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
確
実
な
行
財
政

基
盤
を
確
立
す
る
た
め
、
引
き
続
き
行
財

政
改
革
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
行
政
改
革
大
綱
実
施
計
画
の
実

施
状
況
に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
図
書
館
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

●
市
民
と
と
も
に
進
め
る
行
政
改
革

の
推
進

◆
指
定
管
理
者
制
度
の
活
用

　
「
余
暇
活
用
施
設
し
ど
り
の
湯
」に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
の
運
営
状
況
を
踏
ま
え
、

引
き
続
き
平
成　

年
ま
で
社
会
福
祉
協
議

２５

会
を
指
定
管
理
者
と
し
ま
し
た
。

◆
住
民
主
体
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
支

援
制
度
の
確
立

　

自
治
組
織
制
度
へ
移
行
す
る
た
め
、

「
移
行
準
備
委
員
会
」
を
設
置
し
、
各
自
治

会
の
規
約
案
等
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

「
那
珂
市
地
域
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
交
付

規
則
」
を
定
め
、
財
政
的
支
援
体
制
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。

 

●
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
行
政
経

営
体
制
の
確
立

◆
組
織
機
構
の
見
直
し

　

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
事
務
の
効
率

化
、
組
織
の
ス
リ
ム
化
を
図
る
た
め
、
こ

れ
ま
で
の
係
制
を
廃
し
業
務
補
佐
を
グ

ル
ー
プ
長
と
す
る
グ
ル
ー
プ
制
の
導
入
を

図
り
ま
し
た
。

◆
幼
稚
園
の
統
廃
合

　

平
成　

年
３
月
に
戸
多
幼
稚
園
・
木
崎

２２

幼
稚
園
を
閉
園
し
、
平
成　

年
４
月
に
芳

２２

野
幼
稚
園
に
統
合
し
ま
し
た
。

●
健
全
で
効
率
的
な
行
政
経
営
の
推
進

◆
適
正
な
定
員
管
理
（
人
件
費
の
削
減
）

　

平
成　

年
４
月
ま
で
に
４
８
３
人
ま
で

２５

削
減
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
定
員
適
正
化

計
画
に
基
づ
き
適
正
な
定
員
の
管
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。
平
成　

年
４
月
１
日
現

２３

在
の
職
員
数
は
４
８
７
人
（
目
標
４
９
０

人
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

基
本
方
針
ご
と
の
主
な
取
組
み

第
２
次
那
珂
市
行
政
改
革
大
綱
実
施
計
画
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◆
広
告
料
の
徴
収

　

広
告
の
掲
載
が
し
や
す
い
よ
う
に
広
告

料
を
見
直
す
と
と
も
に
、
市
民
課
待
合
ロ

ビ
ー
お
よ
び
那
珂
総
合
公
園
フ
ロ
ア
ー
に

動
画
モ
ニ
タ
ー
を
設
置
し
、
放
映
料
と
し

て
財
源
の
確
保
に
努
め
ま
し
た
。

◆
市
債
発
行
の
抑
制

　

市
債
発
行
額
を
償
還
元
金
以
内
に
抑
制

す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
が
、
国
の
政
策

に
よ
り
臨
時
財
政
対
策
債
が
増
額
に
な
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
市
債
の
発
行
が
増
え
て

い
ま
す
。

◆
未
利
用
財
産
の
活
用
と
処
分

　

土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
市
有
地
の
公

売
や
未
利
用
の
市
有
地
に
つ
い
て
公
売
を

実
施
す
る
と
と
も
に
上
菅
谷
駅
や
瓜
連
駅

前
の
市
有
地
を
有
料
駐
車
場
と
し
て
貸
出

す
る
こ
と
で
財
源
の
確
保
に
努
め
て
い
ま

す
。

◆
特
別
会
計
繰
出
金
の
抑
制

　

扶
助
費
や
事
業
の
増
加
に
よ
り
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
が
、
特
に
東
日
本
大
震
災

に
伴
う
災
害
復
旧
事
業
財
源
と
し
て
一
般

会
計
か
ら
の
繰
り
出
し
が
増
加
し
て
い
ま

す
。

　

平
成　

年
度
か
ら
本
格
的
に
、
国
庫
負

１６

担
金
の
廃
止
･
縮
減
、
国
か
ら
地
方
へ
の

税
源
移
譲
を
含
む
税
源
配
分
の
見
直
し
、

地
方
交
付
税
の
改
革
か
ら
成
る
三
位
一
体

の
改
革
が
国
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
き
ま

し
た
。　

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
本
市
の
主
要
財
源

の
一
つ
で
あ
る
地
方
交
付
税
は
大
き
く
落

ち
込
み
、
平
成　

年
度
当
初
予
算
に
お
い

２０

て
、
約　

億
円
に
も
及
ぶ
財
源
不
足
が
生

１１

じ
、
不
足
分
を
急
遽
基
金
繰
入
に
よ
り
補

填
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
大
変
厳
し
い

財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
行
財
政
改
革

に
よ
り
基
金
繰
入
を
伴
わ
な
い
等
後
年
度

の
財
政
運
営
に
悪
影
響
を
与
え
な
い
収
支

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
健
全
な
財
政
運
営
の

確
立
を
図
り
、
も
っ
て
地
方
行
政
を
取
り

巻
く
厳
し
い
環
境
に
対
応
し
た
持
続
可
能

な
自
治
体
を
形
成
す
る
こ
と
を
目
標
に
、

平
成　

年
度
か
ら
平
成　

年
度
ま
で
の
５

２１

２５

年
間
、
計
画
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。　

　

平
成　

年
度
の
財
政
健
全
化
プ
ラ
ン
の

２２

取
り
組
み
と
し
て
の
削
減
等
の
効
果
額

は
、
マ
イ
ナ
ス
２
億
２
１
８
５
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
財
政
健
全
化
プ
ラ
ン
推
進
計
画

の
実
施
状
況
に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
図
書
館
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

財
政
健
全
化
プ
ラ
ン
推
進
計
画

行財政改革推進室
�２９８・１１１１
（内線５７２・５７３）

問い合わせ

＜行政改革懇談会の様子＞

◆表：主な削減額（△は増加を表す）

削減額実施項目

１，９３９万円幼 稚 園 の 統 廃 合

４７２万円公共施設の有効活用

６，７０１万円適 正 な 定 員 管 理

△９，１１７万円市 債 発 行 の 抑 制

３，６８６万円未利用財産の活用処分

△５２４万円施設管理経費等の見直し

△３億２，１７６万円特別会計繰出金の抑制

５，４０２万円外郭団体補助金の削減
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施
設
や
店
舗
な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い
る

『
車
い
す
マ
ー
ク
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
』
は
、

障
害
者
や
高
齢
者
、
妊
産
婦
な
ど
、
歩
行

が
困
難
な
か
た
の
た
め
の
設
備
で
す
。
け

れ
ど
も
、
中
に
は
歩
行
に
支
障
が
な
い
健

常
者
の
か
た
が
駐
車
し
て
い
た
り
、
反
対

に
、
実
際
は
歩
行
が
困
難
で
あ
る
の
に

「
車
い
す
で
は
な
い
か
ら
」と
気
兼
ね
し
て

利
用
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
も
あ
る
よ

う
で
す
。

　

そ
の
た
め
茨
城
県
で
は
、
こ
の
限
ら
れ

た
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
、
本
当
に
必
要
と
し

て
い
る
人
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
、
ま

た
、
住
民
の
み
な
さ
ん
に
は
駐
車
ス
ペ
ー

ス
に
対
し
て
正
し
い
認
識
を
持
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
、
対
象
者
の
か
た
に
「
利
用
証
」

を
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

★
対
象
者
は
、
ど
の
よ
う
な
人
で
す
か
？

　
「
歩
行
が
困
難
」
で
あ
っ
て
、
表
１
の
基

準
に
該
当
す
る
か
た
で
す
。

　

こ
こ
で
い
う
「
歩
行
が
困
難
」
と
は
、

脚
な
ど
に
障
害
を
持
っ
て
い
る
か
た
だ
け

で
な
く
、
た
と
え
ば
、
心
臓
や
呼
吸
器
な

ど
の
内
部
障
害
の
た
め
に
歩
く
と
苦
し
く

な
っ
て
し
ま
う
、
高
齢
で
足
腰
が
弱
く
歩

け
な
い
、
あ
る
い
は
、
病
気
や
け
が
で
歩

け
な
い
、
知
的
障
害
が
あ
る
た
め
移
動
の

際
に
危
険
回
避
が
で
き
な
い
な
ど
、
ご
自

身
あ
る
い
は
保
護
者
の
か
た
で
「
歩
く
こ

と
が
困
難
だ
」
と
い
う
認
識
の
あ
る
か
た

で
す
。

★「
利
用
証
」は
ど
こ
で
も
ら
え
る
の

で
す
か
？

　

お
住
ま
い
の
市
町
村
の
担
当
窓
口
に
申

請
し
ま
す
。
那
珂
市
で
は
社
会
福
祉
課
で

す
。
申
請
の
際
は
、
障
害
者
手
帳
や
各
種

制
度
の
受
給
者
証
な
ど
、
基
準
に
該
当
す

る
こ
と
が
わ
か
る
も
の
を
提
示
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
代
理
や
郵
送
で
も
申
請
で

き
ま
す
。

・
代
理
申
請
…
右
記
の
手
帳
等
の
ほ
か

に
、
代
理
人
本
人
の
身
分
証
明
書
（
免

許
証
な
ど
）
を
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ

さ
い
。

・
郵
送
に
よ
る
申
請
…
「
い
ば
ら
き
身
障

者
等
用
駐
車
場
利
用
証
の
交
付
申
請
書

（
様
式
第
２
号
）」に
手
帳
等
の
コ
ピ
ー
、

利
用
証
返
送
用
の
切
手
１
４
０
円
分
を

同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 「
い
ば
ら
き
身
障
者
等
用
駐
車
場
利
用

証
の
交
付
申
請
書（
様
式
第
２
号
）」は
、

那
珂
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

★
有
効
期
限
は
あ
る
の
で
す
か
？

　

妊
婦
の
か
た
だ
け
は
、「
利
用
証
」
に
有

効
期
限
を
明
記
し
て
発
行
し
ま
す
（
表
を

参
照
）。
そ
の
他
は
、
有
効
期
限
は
特
に

定
め
ま
せ
ん
が
、「
そ
の
状
態
で
な
く
な

る
ま
で
」
と
い
う
条
件
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
不
要
に
な
っ
た
場
合
は
、
発
行
の
市

町
村
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

表１　対象者となるかた

○身体障害者

○身体障害者

等　級区　　分
４級以上視覚障害
３級以上聴覚障害聴覚・平衡

機能の障害 ５級以上平衡機能障害
２級以上上　肢

肢体不自由
６級以上下　肢
５級以上体　幹
２級以上上肢機能

脳性麻痺
６級以上移動機能

４級以上

心　臓

内 部 障 害

じん臓
呼吸器

ぼうこう又は直腸
小　腸
免　疫
肝　臓

療育手帳の障害の程度が「Ａ」および「�」知的障害者
精神障害者保健福祉手帳の等級が「１級」精神障害者

介護保険被保険者証の要介護状態区分等
が「要介護１」以上

高 齢 者

一般特定疾患医療受給者証を交付されたかた
小児慢性特定疾患受診券を交付されたかた

難 病 患 者

母子健康手帳を交付されたかたで、
妊娠７か月～産後６か月

妊 産 婦
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市
で
は
、「
那
珂
市
障
害
者
プ
ラ
ン
」
を

作
成
し
、
だ
れ
も
が
住
み
よ
い
ノ
ー
マ
ラ

イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
（
障
害
の
あ
る
人
を
特
別

視
す
る
の
で
は
な
く
、
一
般
社
会
の
中
で

普
通
の
生
活
が
送
れ
る
よ
う
な
条
件
を
整

え
る
べ
き
で
あ
り
、
と
も
に
生
き
る
社
会

こ
そ
ノ
ー
マ
ル
な
社
会
で
あ
る
と
の
考
え

方
）
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
思
い
や
り
を
も
っ

て
行
動
す
る
こ
と
で
、
だ
れ
も
が
暮
ら
し

や
す
い
ま
ち
に
な
る
よ
う
、
そ
し
て
、
こ

の
「
利
用
証
」
が
な
く
て
も
だ
れ
も
困
ら

な
い
よ
う
な
社
会
に
な
る
よ
う
、
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

　
「
Ｐ
Ａ
連
携
」
と
は
、
消
防
車
（����

��

）
と
救
急
車
（���������

）
が
連
携
し

て
救
急
活
動
を
行
う
こ
と
で
す
。

■「
救
急
車
を
呼
ん
だ
の
に
、
消
防
車

ま
で
来
た
！
」

と
ビ
ッ
ク
リ
さ
れ
る
か
た
も
い
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
が
、
救
急
隊
と
消
防
隊
が
連
携

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
消
防
車
に
は
応

急
処
置
器
材
を
積
載
し
、
か
つ
消
防
隊
員

の
中
に
も
救
急
隊
員
の
資
格
を
持
っ
た
隊

員
が
乗
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
安
心
く
だ
さ

い
。

■
次
の
こ
と
で
『
Ｐ
Ａ
連
携
』
出
動
し

ま
す
。

○
２
階
以
上
に
傷
病
者
が
い
て
階
段
が
狭

い
な
ど
、
救
急
隊
員
（
３
人
）
の
み
で

は
迅
速
に
対
応
が
で
き
な
い
場
合
。

○
交
通
量
の
激
し
い
場
所
等
で
傷
病
者
や

救
急
隊
員
の
安
全
確
保
を
す
る
必
要
が

あ
る
場
合
。

○
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
や
防
災
ヘ
リ
を
運
用
す

る
場
合
。

○
そ
の
他
、
救
急
隊
の
活
動
を
支
援
す
る

必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
。

救
急
車
を
呼
ん
だ
の
に
、
消
防
車
ま
で
き
た
！

　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｐ
Ａ
連
携
）

　

こ
う
し
た
消
防
隊
の
救
護
能
力
を
活
か

し
た
連
携
活
動
に
よ
り
、
傷
病
者
の
救

出
・
救
護
処
置
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
素
早

く
、
確
実
に
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

消
防
車
は
サ
イ
レ
ン
で
区
別
で
き
ま
す

○
火
災
の
場
合
に
は
、「
ウ
ー
カ
ン
カ
ン
」で
す
。

○
火
災
以
外
の
場
合
は
、「
ウ
ー
ウ
ー
」で
す
。

○
火
災
が
消
え
て
消
防
署
に
戻
る
場
合
、

消
防
団
の
夜
警（
火
災
予
防
）は
、「
カ

ン
カ
ン
・
カ
ン
カ
ン
」で
す
。

消
防
本
部
警
防
課

�
２
９
５
・
２
１
１
５

問い
合わせ

社
会
福
祉
課
障
害
者
支
援
グ
ル
ー
プ

�
２
９
８
・
１
１
１
１
（
内
線
１
２
６
〜
１
２
８
）

茨
城
県
保
健
福
祉
部
厚
生
総
務
課

�
０
２
９
・
３
０
１
・
３
１
２
９

��������
�
�
������������������������������������

★「
利
用
証
」は
ど
の
よ
う
に
使
う
の

で
す
か
？

　

県
内
全
域
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

や
公
共
施
設
等
に
あ
る
『
車
い
す
マ
ー
ク

の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
』
に
駐
車
し
た
際
に
、

車
内
の
見
や
す
い
と
こ
ろ
に
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、「
利
用
証
」
は
、
対
象
者
１
人
に

対
し
て
１
枚
の
発
行
で
、
本
人
が
乗
車
し

て
い
る
場
合
の
み
利
用
で
き
ま
す
。
そ
の

際
、
本
人
の
運
転
で
な
く
て
も
結
構
で

す
。

　

ま
た
、
同
様
の
制
度
が
あ
る
山
形
県
、

福
島
県
、
群
馬
県
、
栃
木
県
で
も
相
互
利

用
が
可
能
で
す
。

★「
利
用
証
」は
必
ず
必
要
で
す
か
？

「
利
用
証
」が
な
い
と
駐
車
で
き
な

い
の
で
す
か
？

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本

来
、
こ
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
は
、
歩
行
が
困

難
な
か
た
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
利
用
で

き
る
も
の
で
す
。
こ
の
制
度
の
目
的
は
、

見
た
目
に
は
健
康
そ
う
な
た
め
に
必
要
な

の
に
使
え
な
い
、
と
い
う
か
た
が
利
用
し

や
す
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

　

ま
た
同
時
に
、
歩
行
に
支
障
が
な
い
人

は
駐
車
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と

を
、
皆
さ
ん
に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
で

も
あ
り
ま
す
。

問い
合わせ



６

　

県
央
地
域
の
９
市
町
村
（
水
戸
市
、
笠

間
市
、
ひ
た
ち
な
か
市
、
那
珂
市
、
小
美

玉
市
、
茨
城
町
、
大
洗
町
、
城
里
町
、
東

海
村
）
で
は
、
広
域
観
光
の
推
進
や
公
の

施
設
の
広
域
利
用
、
県
へ
の
要
望
、
広
報

活
動
な
ど
の
広
域
連
携
事
業
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
公
の
施
設
の
広
域
利
用
に

つ
い
て
は
、
施
設
を
利
用
で
き
る
か
た
を

当
該
市
町
村
の
住
民
に
限
っ
て
い
た
り
、

市
外
の
利
用
す
る
か
た
に
は
、
割
増
料
金

を
徴
収
し
て
い
た
り
す
る
こ
と
か
ら
、
施

設
利
用
の
格
差
を
な
く
し
、
施
設
を
広
域

的
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
平

成　

年
８
月
に
現
在
の
水
戸
市
、
笠
間

１３
市
、
ひ
た
ち
な
か
市
、
那
珂
市
、
茨
城
町
、

大
洗
町
、
城
里
町
、
東
海
村
に
お
い
て
協

定
を
締
結
し
、
原
則
、
施
設
の
所
在
す
る

市
町
村
の
住
民
の
か
た
と
同
じ
条
件
で
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
ま
た
、
平
成　

年
４
月
１
日
か
ら

２３

は
、
小
美
玉
市
が
加
わ
り
、
現
在
、
９
市

町
村
に
お
い
て
広
域
利
用
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
を
機
会
に
、
市
内
の
施
設
だ
け
で

な
く
、
他
市
町
村
の
施
設
も
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

水
戸
市
役
所
地
域
振
興
課

�
２
３
２
・
９
１
０
５

企
画
課
企
画
調
整
グ
ル
ー
プ

�
２
９
８
・
１
１
１
１（
内
線
４
３
２
）

問
い
合
わ
せ

９
市
町
村
で
施
設
の
広
域
利
用
が
で
き
ま
す

◆笠間図書館（笠間市） ◆桂体育館（城里町） ◆やすらぎの里小川（小美玉市）

◆総合公園テニスコート（笠間市） ◆総合運動公園市民球場（水戸市）

◆ビーチテニスクラブ（大洗町） ◆常北運動公園野球場（城里町）



広報なか１０月号７

◆総合体育館（東海村） ◆総合運動公園体育館（ひたちなか市） ◆運動公園プール（茨城町）

◆内原図書館（水戸市） ◆大洗文化センター（大洗町） ◆小川図書館（小美玉市）

広域利用対象体育施設名広域利用対象レクリエーション・教養文化施設名所在
市町村名

千波公園、青柳公園、総合運動公園、水戸市大串貝塚
ふれあい公園、大塚池公園、水戸市小吹運動公園、水
戸市立競技場、田野・東野・柳河・城東・ちとせ・元
石川・若宮市民運動場、上中妻・元吉田・上大野市民
運動場、河和田市民運動場、石川市民運動場、鯉淵・
内原市民運動場、中妻市民運動場、水戸市常澄運動場、
水戸市常澄健康管理トレーニングセンター、水戸市内
原ヘルスパーク、水戸市立サッカー・ラグビー場

水戸市立中央図書館、水戸市立東部図書館、水戸市立
西部図書館、水戸市立見和図書館、水戸市立常澄図書
館、水戸市立内原図書館、博物館、市民会館、水戸市
少年自然の家、ふるさと農場、森林公園、国際交流セ
ンター、水戸芸術館、植物公園水戸市

笠間市総合公園、岩間総合運動公園、高田運動公園、
南山スポーツ公園、笠間市柿橋・鴻巣・北山・大原グ
ラウンド、北川根ふれあい広場、岩間運動広場、市民
体育館、笠間武道館、橋爪弓道場、岩間海洋センター、
笠間市柿橋テニスコート、岩間工業団地庭球場

笠間市立笠間図書館、笠間市立友部図書館、笠間市立
岩間図書館、笠間クラインガルテン、北山公園、あた
ご天狗の森スカイロッジ、あたご天狗の森野外ステー
ジ、フレンドリーパーク野外ステージ、市立友部歴史
民俗資料館

笠間市

ひたちなか市総合運動公園、ひたちなか市那珂湊運動
公園、ひたちなか市松戸体育館、津田運動ひろば、佐
野運動ひろば、石川運動ひろば、ひたちなか市那珂湊
体育館、ひたちなか市那珂湊第二野球場、武道館、市
営石川町プール、市営馬渡プール、市営枝川プール、
市営佐野プール、六ツ野公園、東石川第４・西原公園

ひたちなか市立中央図書館、ひたちなか市立那珂湊図
書館、ひたちなか市立佐野図書館、ふれあい交流館、
ホテルニュー白亜紀、文化会館、武田氏館、埋蔵文化
財調査センター、ふるさと懐古館ひたちなか市

那珂総合公園（震災により現在プール・アリーナ利用
不可）、中谷原公園、ふれあいの杜公園、瓜連体育館
（震災により現在利用不可）神崎グラウンド、瓜連グラ
ウンド、神崎テニスコート、瓜連テニスコート

那珂市立図書館

那珂市

小美玉市玉里Ｂ＆Ｇ海洋センター、小美玉市玉里運動
公園、小美玉市小川Ｂ＆Ｇ海洋センター、小美玉市小
川運動公園、小美玉市希望ヶ丘公園

小美玉市小川図書館、小美玉市玉里図書館、
小美玉市やすらぎの里小川小美玉市

運動公園茨城町総合福祉センター「ゆうゆう館」、町立涸沼自然
公園、町立広浦公園、町立親沢公園茨城町

大洗町総合運動公園、大洗町ビーチテニスクラブ町民会館、大洗町漁村センター、大洗サンビーチキャ
ンプ場、幕府と明治の博物館、体験活動交流センター大洗町

城里町常北運動公園、城里町上古内多目的運動広場、
城里町健康管理トレーニングセンター、城里町桂体育館、
城里町桂運動公園、城里町大桂公園、城里町下赤沢運
動広場、城里町塩子運動広場、グリーン桂うぐいすの里

城里町立桂図書館、コミュニティセンター城里、
家族旅行村「藤井川ダムふれあいの里」、山びこの郷、
町立山村文化資源保存伝習館城里町

東海村総合体育館、スイミングプラザ、東海村テニス
コート、久慈川河川敷運動場、阿漕ヶ浦公園

東海村立図書館、東海文化センター、東海駅コミュニ
ティ施設、研究交流プラザ、合同庁舎、姉妹都市交流
会館

東海村

※各施設の詳しい情報は、各市町村のホームページでご確認ください。東日本大震災の影響により、一部の施設では利用が制限され
ている場合があります。利用の際には、利用状況等について各施設にお問い合わせください。
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■
行
政
評
価
に
つ
い
て

　

行
政
評
価
外
部
評
価
委
員
会
を
７
月　

日
２６

か
ら
８
月　

日
ま
で
の
間
に
土
曜
日
･
日
曜

２３

日
を
含
め
た
５
回
、　

事
業
に
つ
い
て
、
公

２２

開
に
お
い
て
開
催
し　

人
が
傍
聴
し
ま
し

４３

た
。
外
部
評
価
の
結
果
と
評
価
に
対
す
る
市

の
対
応
に
つ
き
ま
し
て
は
、　

月
定
例
会
で

１２

報
告
し
ま
す
。

■
平
和
行
政
に
つ
い
て

　

核
兵
器
の
な
い
平
和
な
世
界
の
実
現
を
目

指
し
、
原
爆
に
よ
る
悲
劇
と
平
和
の
尊
さ
を

伝
え
る
た
め
、
８
月　

日
か
ら　

日
ま
で
、

１９

２５

原
爆
写
真
の
パ
ネ
ル
を
中
央
公
民
館
に
お
い

て
展
示
し
ま
し
た
。

■
広
報
活
動
に
つ
い
て

　

６
月　

日
、
第　

回
茨
城
県
市
町
村
広
報

２９

５６

コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、「
広
報
な
か
」
平
成

　

年
８
月
号
が
組
み
写
真
の
部
で
入
選
し
ま

２２し
た
。
今
後
と
も
市
民
の
皆
様
に
、
読
み
や

す
く
親
し
み
の
あ
る
広
報
紙
の
作
成
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

■
地
域
審
議
会
に
つ
い
て

　

８
月　

日
に
瓜
連
地
区
、
８
月　

日
に
那

１８

１９

珂
地
区
の
地
域
審
議
会
を
開
催
し
、
合
併
時

に
策
定
し
た
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
執
行

状
況
に
つ
い
て
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
役
所
の
日
曜
開
庁
に
つ
い
て

　

９
月
４
日
か
ら
日
曜
日
に
市
役
所
を
開
庁

し
、
住
民
票
や
戸
籍
謄
･
抄
本
、
印
鑑
証
明

の
交
付
な
ど
の
市
民
課
窓
口
業
務
を
開
始
し

ま
し
た
。

■
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　

上
部
自
治
組
織
で
あ
る
「
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
」
が　

人
の
委
員
に
よ
り
、
７
月　

日

２８

２６

に
組
織
さ
れ
ま
し
た
。

■
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
に
つ
い
て

　

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
地
の
被
害
対
策
を
講

じ
る
た
め
、
７
月　

日
に
那
珂
市
鳥
獣
害
対

１２

策
協
議
会
を
設
立
し
ま
し
た
。

■
病
害
虫
防
除
事
業
に
つ
い
て

　

那
珂
市
病
害
虫
防
除
隊
に
よ
り
、
８
月
９
日

と　

日
に
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
６
８
８　

１０

ha

の
水
田
に
病
害
虫
防
除
を
実
施
し
ま
し
た
。

■
公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

　

保
土
内
地
区
お
よ
び
寄
居
地
区
の
管
路
施

設
実
施
設
計
を
６
月
に
、
寄
居
北
地
区
水
道

管
布
設
替
実
施
設
計
を
７
月
に
そ
れ
ぞ
れ
発

注
し
ま
し
た
。

■
農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ
い
て

　

鴻
巣�
期
地
区
管
路
施
設
実
施
設
計
を
６

月
に
発
注
し
ま
し
た
。

■
上
水
道
事
業
に
つ
い
て

　

菅
谷
地
区
老
朽
管
更
新
（
第
１
工
区
）
工

事
を
６
月
に
、
北
酒
出
地
区
配
水
管
布
設

（
第
１
工
区
）工
事
お
よ
び
静
地
区
老
朽
管
更

新
（
第
１
工
区
）
工
事
を
８
月
に
そ
れ
ぞ
れ

発
注
し
ま
し
た
。

■
芳
野
小
学
校
耐
震
補
強
事
業
つ
い
て

　

芳
野
小
学
校
校
舎
耐
震
補
強
（
第
２
期
）

工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
８
月
中
に
工
事
が

ほ
ぼ
完
成
し
、
夏
季
休
業
中
に
引
っ
越
し
を

行
い
、
２
学
期
か
ら
新
し
い
校
舎
で
授
業
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

■
那
珂
市
立
小
中
学
校
適
正
規
模
化
基

本
計
画
に
つ
い
て

　

適
正
規
模
化
推
進
校
で
あ
る
戸
多
小
学
校

･
本
米
崎
小
学
校
の
両
地
区
に
お
い
て
、
那

珂
市
立
小
中
学
校
適
正
規
模
化
基
本
計
画
に

つ
い
て
の
説
明
会
を
、
７
月
か
ら
地
区
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
等
で
７
回
開
催
し
、
１
３
７

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

■
消
防
業
務
に
つ
い
て

　

６
月
１
日
か
ら
８
月　

日
ま
で
の
消
防
訓

３１

練
指
導
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
業
所
や
学
校

等
を
対
象
に　

回
行
い
、
１
６
１
５
人
が
参

１１

加
し
、
防
火
防
災
知
識
の
修
得
と
防
火
意
識

の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
普
通
救
命

講
習
会
を　

回
行
い
２
９
４
人
が
修
了
し
、

１８

応
急
手
当
の
普
及
に
努
め
ま
し
た
。

　

火
災
出
場
件
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
建
物

が
１
件
、
そ
の
他
が
３
件
、
合
計
４
件
、
救
急

出
場
件
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
急
病
が
２
７

３
件
、
交
通
事
故
が　

件
、
そ
の
他
が
１
５

７３

５
件
、
合
計
５
０
１
件
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

■
東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て

　

被
災
し
た
市
民
の
生
活
や
企
業
の
活
動
等

の
健
全
な
回
復
を
実
現
し
、
一
日
も
早
い
生

活
基
盤
の
本
格
的
な
復
旧
等
を
推
進
す
る
た

め
「
那
珂
市
東
日
本
大
震
災
復
旧
方
針
」
を

策
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
内
８
か
所
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
に
幼
稚
園
や
小
学
校
な

ど
を
加
え
た
計　

か
所
に
お
け
る
放
射
線
量

３２

や
、
水
道
水
内
の
放
射
能
濃
度
の
測
定
を
定

期
的
に
実
施
、
監
視
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

　

上
水
道
に
つ
き
ま
し
て
は
、
木
崎
浄
水
場

沈
澱
池
躯
体
修
繕
工
事
お
よ
び
菅
谷
地
区
配

水
管
復
旧
（
第
１
工
区
）
工
事
を
６
月
に
、

菅
谷
地
区
配
水
管
復
旧
（
第
２
工
区
）
工
事

を
７
月
に
、
杉
地
区
配
水
管
復
旧
（
第
１
工

区
）
工
事
、
南
酒
出
地
区
配
水
管
復
旧
（
第

１
工
区
）
工
事
、
木
崎
浄
水
場
天
日
乾
燥
床

修
繕
工
事
お
よ
び
木
崎
浄
水
場
沈
澱
池
躯
体

修
繕
（
そ
の
２
）
工
事
を
８
月
に
そ
れ
ぞ
れ

発
注
し
ま
し
た
。

　

公
共
下
水
道
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
復
旧

の
査
定
決
定
額
は　

億
５
２
４
１
万
４
０
０

１０

０
円
で
、
復
旧
延
長
は
１
万
２
２
４
２
ｍ
で

す
。
復
旧
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
度

　

月
下
旬
の
工
事
着
手
に
向
け
て
作
業
を
進

１０め
て
お
り
ま
す
。

　

農
業
集
落
排
水
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
復

旧
の
査
定
決
定
額
は
２
億
８
２
４
７
万
１
０

０
０
円
で
、
復
旧
延
長
は
４
５
７
８
ｍ
で

す
。
復
旧
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
９
月
か

ら
工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
営
住
宅
に
つ
き
ま
し
て
は
、
被
害
の
大

き
か
っ
た
鴻
巣
お
よ
び
静
駅
前
住
宅
の
屋
根

瓦
等
の
修
繕
工
事
を
８
月
に
発
注
し
ま
し

た
。
そ
の
他
の
住
宅
に
つ
き
ま
し
て
も
、
順

次
修
繕
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

小
学
校
に
つ
き
ま
し
て
は
、
五
台
小
学
校

お
よ
び
芳
野
小
学
校
を
除
く
小
学
校
９
校
な

ら
び
に
中
学
校
５
校
の
校
舎
な
ら
び
に
横
堀

議会

�����

���

　市長提出議案は、報
告６件、条例の一部改
正３件、平成２３年度補
正予算７件、その他１
件、同意１件、平成２２
年度決算認定２件、合
わせて２０件です。審議
の結果、全議案につい
て原案のとおり可決さ
れました。

行
政
概
要
報
告
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広報なか１０月号９

小
学
校
、
菅
谷
東
小
学
校
、
菅
谷
西
小
学
校
、

木
崎
小
学
校
お
よ
び
第
四
中
学
校
の
屋
内
運

動
場
の
補
修
工
事
を
８
月
に
発
注
し
ま
し

た
。
そ
の
他
の
学
校
に
つ
き
ま
し
て
も
、
順

次
修
繕
等
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

総
合
公
園
の
室
内
プ
ー
ル
お
よ
び
ア
リ
ー

ナ
棟
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
土
交
通
省
の
現

地
査
定
が
７
月
末
に
終
了
し
ま
し
た
。
復
旧

工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
立
図
書
館
を
７

月
に
、
中
央
公
民
館
を
８
月
に
そ
れ
ぞ
れ
発

注
し
ま
し
た
。
な
お
、
市
立
図
書
館
は
９
月

　

日
、
中
央
公
民
館
は　

月
１
日
か
ら
全
施

３０

１０

設
の
利
用
が
可
能
に
な
る
予
定
で
す
。

　

那
珂
聖
苑
に
つ
き
ま
し
て
は
、
正
面
入
口

の
石
積
や
火
葬
炉
付
帯
設
備
を
固
定
す
る
修

繕
工
事
が
、
８
月
５
日
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

課
税
対
象
と
な
っ
て
い
る
住
居
等
が
震
災

に
よ
り
受
け
た
被
害
の
程
度
に
応
じ
て
、
市

税
等
の
減
免
措
置
を
講
じ
ま
し
た
。
８
月
末

日
現
在
の
減
免
の
対
象
件
数
と
見
込
み
額
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

個
人
市
民
税
は
、
全
壊　

件
、
大
規
模
半

３０

壊　

件
、
半
壊
２
１
８
件
、
そ
の
他
１
件
、

１６
合
計
２
６
５
件
で
９
２
５
万
円
、
固
定
資
産

税
の
家
屋
は
、
全
壊
１
５
４
棟
、
大
規
模
半

壊　

棟
、
半
壊
３
１
０
棟
、
そ
の
他　

棟
、

２５

２５

合
計
５
１
４
棟
で
１
２
２
７
万
９
０
０
０
円

で
す
。
な
お
、
家
屋
の
う
ち
、
住
家
は
３
５

１
棟
、
非
住
家
は
１
６
３
棟
で
す
。
国
民
健

康
保
険
税
は
、
全
壊　

件
、
大
規
模
半
壊
７

２５

件
、
半
壊　

件
、
合
計
１
２
２
件
で
１
１
８

９０

５
万
４
４
０
０
円
で
す
。
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
は
、
全
壊　

件
、
大
規
模
半
壊
８
件
、

１６

半
壊
１
０
１
件
、
合
計
１
２
５
件
で
２
３
２

万
２
６
０
０
円
で
す
。
介
護
保
険
第
１
号
被

保
険
者
の
介
護
保
険
料
は
、
全
壊　

件
、
大

４０

規
模
半
壊　

件
、
半
壊
１
４
８
件
、
合
計
２

１４

０
２
件
で
４
０
１
万
４
０
０
０
円
で
す
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
料
の
減
免
対
象
者
で
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
か
た
に
つ
き

ま
し
て
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
１
割

の
利
用
者
負
担
額
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
お
け

る
食
費
・
居
住
費
を
免
除
し
ま
し
た
。
対
象

件
数
は　

件
、
免
除
額
は
４
６
１
万
４
０
０

２６

０
円
、
食
費
・
居
住
費
免
除
対
象
件
数
は　
２６

件
、
免
除
額
は
３
８
１
万
８
０
０
０
円
で
す
。

　

原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
の
規
定
に

よ
る
避
難
者
に
対
し
ま
し
て
は
、
国
民
健
康

保
険
税
等
を
全
額
免
除
し
ま
し
た
。
全
額
免

除
と
な
っ
た
の
は
、
国
民
健
康
保
険
税
が
２

件
で　

万
７
９
０
０
円
、
後
期
高
齢
者
医
療

２０

保
険
料
が
２
件
で
７
４
０
０
円
、
介
護
保
険

第
１
号
被
保
険
者
の
介
護
保
険
料
が
５
件
で

　

万
６
０
０
０
円
で
す
。

１４
　

東
京
電
力
福
島
第
１
原
子
力
発
電
所
の
事

故
に
伴
う
農
畜
産
物
の
損
害
賠
償
に
つ
き
ま

し
て
は
、
６
月
６
日
か
ら
受
付
を
開
始
し
ま

し
た
。
８
月
ま
で
の
申
請
状
況
は
、
請
求
者

数　

人
、
請
求
額
５
０
１
９
万
９
４
９
１
円

４７
で
す
。
ま
た
、
東
京
電
力
か
ら
の
仮
払
い
に

つ
き
ま
し
て
は
、
出
荷
制
限
と
な
っ
た
ホ
ウ

レ
ン
ソ
ウ
に
つ
い
て
７
月
に
支
払
い
が
あ

り
、
今
後
は
風
評
被
害
等
の
損
害
に
つ
い
て

も
支
払
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

震
災
の
影
響
に
よ
り
深
刻
な
電
力
不
足
が

懸
念
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、「
那
珂
市
役
所

節
電
実
行
基
本
方
針
」
を
策
定
し
、
施
設
ご

と
に
具
体
的
な
措
置
を
講
じ
る
な
ど
積
極
的

な
節
電
対
策
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

電
力
需
給
対
策
に
伴
う
企
業
の
就
業
時
間
等

の
変
更
に
対
応
し
、
７
月
か
ら
９
月
ま
で
の

日
曜
日
に
、
菅
谷
保
育
所
お
よ
び
菅
谷
東
学

童
保
育
所
に
お
い
て
臨
時
保
育
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

　

被
災
さ
れ
た
か
た
を
支
援
す
る
た
め
、
被

災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
に
よ
る
国
の
支
援

金
お
よ
び
県
・
市
の
災
害
見
舞
金
を
支
給
し

て
お
り
、
８
月
末
日
現
在
の
支
給
状
況
は
次

の
と
お
り
で
す
。
国
の
支
援
金
は
、
全
壊
が

　

件
、
大
規
模
半
壊
が
６
件
、
合
計　

件
で

４６

５２

総
額
５
４
０
０
万
円
で
す
。
県
の
災
害
見
舞

金
は
、
半
壊　

件
で
２
７
０
万
円
で
す
。
市

９０

の
見
舞
金
は
、
住
家
の
全
壊
が　

件
、
半
壊

３８

が
１
９
９
件
、
非
住
家
の
半
壊
以
上
が
１
６

４
件
、
合
計
４
０
１
件
で
総
額
１
５
３
９
万

円
で
す
。
ま
た
、
災
害
援
護
資
金
の
貸
付

は
、
３
件
で
４
７
０
万
円
で
す
。

　

那
珂
市
に
対
し
て
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

義
援
金
は
、
８
月
末
日
現
在
で
、
個
人
が　
２７

件
で　

万
６
２
８
２
円
、
法
人
・
団
体
等
が

６７

　

件
で
１
０
１
３
万
８
５
６
４
円
、
合
計　

３６

６３

件
で
総
額
１
０
８
１
万
４
８
４
６
円
で
す
。

国
お
よ
び
県
か
ら
の
義
援
金
と
合
わ
せ
て
支

給
し
て
お
り
、
８
月
末
日
現
在
の
支
給
状
況

は
、
死
亡
１
件
、
全
壊　

件
、
大
規
模
半
壊

３７

　

件
、
半
壊
１
８
６
件
の
合
計
２
３
７
件

１３で
、
国
お
よ
び
県
の
支
給
金
額
と
合
わ
せ
て

総
額
１
億
５
１
２
５
万
円
で
す
。

　
　

平
成　

年
９
月
６
日

２３
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◎報告
平成２２年度決算に基づく地方公共団体の財
政の健全化に関する法律による健全化判断
比率の状況について／平成２２年度決算に基
づく地方公共団体の財政の健全化に関する
法律による資金不足比率の状況について／
専決処分の報告について（損害賠償補償事
故の賠償額の決定）／専決処分の報告につ
いて（損害賠償補償事故の賠償額の決定）
／専決処分の報告について（損害賠償補償
事故の賠償額の決定）／専決処分の報告に
ついて（損害賠償補償事故の賠償額の決定）
◎条例の一部改正
那珂市災害弔慰金の支給等に関する条例の
一部を改正する条例／那珂市税条例の一部
を改正する条例／那珂市都市計画税条例の
一部を改正する条例
◎平成２３年度補正予算
平成２３年度那珂市一般会計補正予算（第５
号）／平成２３年度那珂市国民健康保険特別
会計（事業勘定）補正予算（第１号）／平
成２３年度那珂市下水道事業特別会計補正予
算（第２号）／平成２３年度那珂市農業集落
排水整備事業特別会計補正予算（第２号）
／平成２３年度那珂市介護保険特別会計（保
険事業勘定）補正予算（第１号）／平成２３
年度那珂市水道事業会計補正予算（第２号）
／平成２３年度那珂市一般会計補正予算（第
６号）
◎その他
市道路線の認定について
◎同意
那珂市教育委員会委員の任命について
◎平成２２年度決算の認定
平成２２年度那珂市各種会計歳入歳出決算の
認定について／平成２２年度那珂市水道事業
会計決算の認定について



１０

ふ
る
さ
と
づ
く
り

ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
付

平
成

年
度

平
成　

年
度
「「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
付
」

ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
付
」

に
つ
い
て
報
告
し
ま
す

 

に
つ
い
て
報
告
し
ま
す

平成 2 2 年度
事業充当額

平成 2 2 年度
充当事業名

平成 2 2 年度
寄付金額

平成 2 2 年度
寄付件数寄付金受入事業区分

１３０，０００円家庭教育学級開設事業※１３０，０００円３件教育又は文化の振興
に関する事業（３号）

222 2

※市立保育所、幼稚園、小学校および中学校の保護者を対象として学習会を開催し、家庭教育の確立
を図る事業

　

市
で
は
、
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
応
援
し

よ
う
と
い
う
か
た
の
想
い
を
実
現
す
る
た

め「
那
珂
市
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
付
要
綱
」

を
定
め
、
皆
様
か
ら
の
寄
付
を
募
集
し
て

お
り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
に
受
け
入
れ
た
『
ふ
る
さ

２２

と
づ
く
り
寄
付
』
に
つ
き
ま
し
て
は
、
表

中
の
事
業
を
実
施
す
る
た
め
の
財
源
と
し

て
充
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

皆
様
の
善
意
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
い
た
だ
い
た
寄
付
金
に

つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
貴
重
な
財
源

と
し
て
有
効
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。■

問
い
合
わ
せ

寄
付
の
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
…

財
政
課
財
政
グ
ル
ー
プ　

�
２
９
８
・
１
１
１
１　

内
線
５
２
２

税
金
の
申
告
・
控
除
に
つ
い
て
は
…

税
務
課
市
民
税
グ
ル
ー
プ

�
２
９
８
・
１
１
１
１　

内
線
１
６
５

　

平
成　

年
度
も
、
次
の
５
つ
の
事
業
を

２３

実
施
す
る
際
の
財
源
と
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
、
ご
寄
付
い
た
だ
く
際
に
、
使
い

道
を
お
選
び
い
た
だ
き
ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
付
」を

 

受
け
付
け
て
い
ま
す

��

����

　

地
方
公
共
団
体
へ
寄
付
を
行
っ
た
場
合

に
は
、
寄
付
額
の
２
０
０
０
円
を
超
え
る

分
に
つ
い
て
一
定
限
度
ま
で
、
所
得
税
と

個
人
住
民
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
平
成　
２３

年
分
の
所
得
税
お
よ
び
平
成　

年
度
分
の

２４

個
人
住
民
税
の
軽
減
対
象
と
な
る
寄
付

は
、
本
年　

月
ま
で
に
行
う
寄
付
が
対
象

１２

で
す
。

　

ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
付
を
さ
れ
る
場
合

に
は
、
事
前
に
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ

り
「
寄
付
申
込
書
」
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。

折
り
返
し
、
必
要
な
書
類
を
お
送
り
し
ま

す
の
で
、
最
寄
の
金
融
機
関
等
で
寄
付
金

の
払
い
込
み
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な

お
、
現
金
書
留
に
よ
る
送
金
や
、
那
珂
市

役
所
に
直
接
お
持
ち
い
た
だ
い
て
も
結
構

で
す
。

　
「
ふ
る
さ
と
納
税
」を
か
た
っ
た
詐
欺
行

為
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
寄
付
の

お
申
し
込
み
の
な
い
か
た
へ
払
込
書
を
送

付
し
た
り
、
請
求
を
行
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

●
ご
注
意
く
だ
さ
い

１　
自
然
環
境
の
保
全
に
関
す
る
事
業

２　
福
祉
施
策
の
充
実
に
関
す
る
事
業

３　
教
育
又
は
文
化
の
振
興
に
関
す
る
事
業

４　
快
適
な
生
活
環
境
の
形
成
に
関
す
る
事
業

５　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
事
業

●ふるさとづくり寄付受入状況

【平成２３年４月～平成２３年８月】

根本　洋一　様　（東京都） １００，０００円

綿引　　敬　様　（埼玉県） ２００，０００円

皆様の善意に感謝申し上げます。



広報なか１０月号１１

約約４．２４．２haの畑一面に咲き誇るひまわり畑を利用した迷路や、子どhaの畑一面に咲き誇るひまわり畑を利用した迷路や、子ど
もから大人まで楽しめる多彩なショーなど、見どころ満載。晩秋もから大人まで楽しめる多彩なショーなど、見どころ満載。晩秋
に咲く満開のひまわり畑は一見の価値ありです。に咲く満開のひまわり畑は一見の価値ありです。

☆さまざまなイベントを予定しています。
　皆さま、ぜひお越しください。

キャラクターショー（イバライガーＲショー　ご当地キャラクターショー）、
宮地オサムミニコンサート、郷土芸能発表、文化協会発表、熱気球搭乗体験
など（変更になる場合あり）

イベント

那珂総合公園（イベント）　那珂総合公園周辺（ひまわり畑）

場　所

10月29日（土）午前10時～午後５時30分
※荒天の場合は中止

日　時
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　今年１００歳を迎えられた石井さんは、長寿の秘訣について、３４年
間続けているというゲートボールを挙げてくれました。ただ、最
近は人が集まらないことが多く、なかなかゲートボールができな
いとのことで「ゲートボールがしたい」と話してくださいました。
　また、毎日２～３時間の散歩を欠かさず、洗濯も自分で行って
いるように、非常に元気な生活を送られていて、１００歳を迎えて
も、「気持ちは若い時と変わりない」と話してくださいました。�������� ����

��������	
���
�

宮　澤　ま　さ　さん（下江戸・１０５歳）
渡　邊　み　つ　さん（戸・１０４歳）
小　泉　芳　江　さん（門部・１０４歳）
宇　野　ミ　ツ　さん（額田北郷・１０３歳）
住　谷　ち　よ　さん（菅谷・１０３歳）
坂　本　ま　す　さん（額田南郷・１０１歳）
萩野谷まつ江　さん（瓜連・１０１歳）
上　原　フ　ミ　さん（後台・１００歳）
�　橋　な　つ　さん（戸・１００歳）
小　貫　さ　と　さん（下江戸・１００歳）
大　内　き　み　さん（鴻巣・１００歳）
先　�　清　一　さん（静・１００歳）
橋　本　よ　し　さん（中里・１００歳）

※順不同。年齢は９月２６日現在で
　掲載しています。
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中　庭　喜　志　さん（横堀）
山�こじやう　さん（横堀）
山　�　こ　う　さん（横堀）
原　口　ま　す　さん（額田北郷）
石　井　佐　助　さん（菅谷）
黒　羽　あ　さ　さん（菅谷）
岡　本　な　ほ　さん（菅谷）
石　毛　は　る　さん（菅谷）
大久保　よ　し　さん（菅谷）
鈴　木　と　め　さん（後台）
後　藤　みつゑ　さん（中台）
飛　田　千　代　さん（下江戸）
�　畠　い　く　さん（飯田）
齊　藤　勇次郎　さん（鴻巣）
小　河　シ　ン　さん（中里）
伊　藤　ミキ子　さん（中里）
藤　咲　きよの　さん（中里）
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那
珂
市
で
は
、
今
年
度
中
に　

人
の
か
た
が
１
０
０
歳
を

１７

迎
え
ら
れ
ま
す
。

　

海
野
市
長
は
、
９
月　

日
に
ご
自
宅
や
施
設
を
訪
問
し
、

２７

県
知
事
か
ら
の
褒
状
や
、
那
珂
市
か
ら
の
記
念
品
を
、
祝
福

の
言
葉
と
と
も
に
、
１
人
ひ
と
り
に
手
渡
し
ま
し
た
。

�����



１２
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那
珂
総
合
公
園

�
２
９
７
・
０
０
７
７

問い
合わせ

　

私
た
ち
体
育
指
導
委
員
は
、
ス
ポ
ー

ツ
の
実
技
指
導
・
市
の
行
う
行
事
ま
た

は
事
業
の
協
力
、
地
域
住
民
の
ス
ポ
ー

ツ
振
興
の
た
め
の
指
導
・
助
言
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、

総
務
企
画
部

会
・
広
報
部
会
・

事
業
部
会
の
３

部
会
に
て
事
業

内
容
の
検
討
を

し
ま
し
た
。

�
��
�
�
��

�
�
�
�
�
�
�
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�
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先
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
本
市
の
体
育

施
設
等
も
大
き
な
被
害
を
受
け
、
現
在
、
全

力
で
復
旧
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
市
民

の
皆
様
に
は
大
変
ご
不
便
、
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
て
お
り
ま
す
が
、
も
う
し
ば
ら
く
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
（
１
９

６
１
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
控
え
、
そ
の

根
拠
法
令
と
し
て
制
定
さ
れ
た
日
本
に
お
け

る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
基
本
的
な
法
令
）
が　
５０

年
ぶ
り
に
全
面
改
正
さ
れ
、
２
０
１
１
年
６

月
に
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
が
成
立
し
、
８
月　
２４

日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法

の
体
育
指
導
委
員
は
、
改
正
さ
れ
た
ス
ポ
ー

ツ
基
本
法
で
は
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
名
称

が
変
わ
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法

の
体
育
指
導
委
員
と
同
じ
よ
う
に
、
第　

条
３２

で
教
育
委
員
会
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ

の
推
進
の
た
め
の
事
業
の
実
施
に
係
る
連
絡

行
政
な
ら
び
に
住
民
に
対
す
る
ス
ポ
ー
ツ
の

実
技
の
指
導
そ
の
他
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
指

導
や
助
言
を
行
う
も
の
で
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
は
那
珂
市
の
ス
ポ
ー

ツ
振
興
の
た
め
、
ま
た
、
市
民
に
対
し
誰
で

も
が
そ
れ
ぞ
れ
の
体
力
、
年
齢
、
興
味
、
目

的
に
応
じ
て
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
い

つ
ま
で
も
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
環
境
を
育
て
て
い
き
ま
す
。

�

�
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�
�
�
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■太極拳

■健康体操

■かけっこ（陸上）教室

■バドミントン

■グラウンド・ゴルフ

◆
主
な
事
業

�
水
戸
地
区
体
育
指
導
委
員
協
議
会

（　

市
町
村
）に
よ
る
ヘ
ル
ス
バ
レ
ー

１１ボ
ー
ル
の
実
技
講
習
会
に
参
加

�
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
紹
介
お
よ
び
実

技
指
導
の
実
施

�
全
国
体
育
指
導
委
員
研
究
大
会
に
参

加
し
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
抱
え
る
課
題

お
よ
び
意
見
交
換

�
恒
例
の
冬
季
駅
伝
大
会
の
運
営
協
力

　

ま
た
、
今
年
で
２
年
目
を
迎
え
た
那

珂
市
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
ひ
ま

わ
り
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
の
運
営
に
参

加
し
、
市
民
が
い
つ
で
も
気
軽
に
参
加

で
き
る
よ
う
な
ク
ラ
ブ
を
目
指
し
て
活

動
し
て
お
り
ま
す
。



広報なか１０月号１３

������那珂市のスポーツ力向上の一助として、
微力ながら、鋭意、尽瘁したいと考えております。

�����多くのかたがたと楽しく健康づくりがで
きる様に、市のスポーツ振興基本計画等を踏まえ活
動していきたい。

������地域の皆様と共に健全なスポーツをと
おし交流を深めてまいります。

������たくさんの人がスポーツを楽しめるよ
うに、皆さんと協力しながら地域のかたがたの健康
づくりのお手伝いをしていきたいと思います。

������地域の皆様とスポーツを愛し、また、楽
しみ、体力増強のため協力する所存です。

������色々なスポーツを通じ、より良い街づ
くりに貢献できればと思います。

������皆さんと楽しく活動できるよう頑張り
ます。

������皆様の健康への手助けと考え、前進し
「継続は力なり」を信じて地域に「ひまわり」の様
に笑顔の輪を！

�������
��������

��������	
�������	
��

備考性別氏　名支部名
男稲　川　敏　夫

神崎
１

新任男中　庭　隆　治２
男根　本　傳次郎

額田
３

新任男関　　　健　二４
男宮　田　一　夫

菅谷

５
男瀬　谷　郁　宏６
男平　野　恒　男７
女下山田 洋　子８

新任男竹　林　勝　男９
新任女下　重　由　佳１０
新任男萩　庭　穂　積１１

女高　村　君　江
五台

１２
男三田寺 正　義１３

新任男志　田　浩　一１４
男根　本　修　一

戸多
１５

新任女中　橋　利　江１６
男沢　幡　誠　士

芳野
１７

女檜　山　眞　弓１８
女袴　塚　英　子

木崎
１９

女生　井　裕　美２０
男海老根 康　夫

瓜連

２１
男小　林　澄　男２２
男小　泉　邦　彦２３

新任男川　上　正　廣２４

※平成２４年度から名称が「スポーツ推進委員」
に変わります。
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　平成２２年２月２８日に設立総会、４月から健康体
操、スポーツ吹き矢、ソフトバレーボール、バド
ミントンの４種目で活動を開始しました。会員も
１４０余名と当初の目標以上に達しました。
　平成２３年度は、会員から要望の多い太極拳、グ
ラウンド・ゴルフ、卓球の活動を展開しています。
また、昨年好評だった「子どもかけっこ教室」、

ウォ－キング、スキー等のイベントも企画開催す
る予定です。
　クラブの活動を充実するために、会員皆様共々
知恵を出し合いながら、焦らず、できることから
実践していきたいと思います。
そして、会員の皆様が指導者、
スタッフとして積極的にクラブ
にかかわっていただき、マイク
ラブとしてクラブが発展するこ
とを願うものです。



１４

　

８
月　

日
〜　

日
、
水
戸
農
業

２０

２１

高
校
馬
術
セ
ン
タ
ー
に
て
、
第　
６６

回
国
民
体
育
大
会
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
馬
術
競
技
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
山
口
県
で
開
催
さ
れ
た
「
お

い
で
ま
せ
！
山
口
国
体
」
の
予
選

会
を
兼
ね
た
こ
の
大
会
に
は
、
関

東
１
都
７
県
か
ら
、
各
都
県
を
代

表
す
る
選
手
た
ち
が
集
結
し
、
技

術
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

選
手
と
参
加
馬
が
人
馬
一
体
と

な
っ
て
見
せ
る
、
優
雅
で
迫
力
の

あ
る
演
技
に
、
歓
声
が
贈
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

関
東
中
学
校
ソ
フ
ト
ボ
�
ル
大
会
が
開
催

　

８
月
８
日
〜　

日
の
期
間
、
那

１０

珂
総
合
公
園
と
ふ
れ
あ
い
の
杜
公

園
を
会
場
に
、
第　

回
関
東
中
学

３９

校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
が
那
珂
市
で
開
催
さ

れ
る
の
は
、
平
成　

年
に
つ
づ
き

１５

２
回
目
で
す
。
今
年
は
、
関
東
各

都
県
の
厳
し
い
予
選
を
勝
ち
抜
い

た
男
子
８
チ
ー
ム
、
女
子　

チ
ー

１６

ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

選
手
た
ち
は
、
連
日
の
厳
し
い

暑
さ
に
負
け
な
い
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

　

市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

「
な
か
な
か
塾
」
が
、
７
月
２
日

に
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ

た
か
た
の
避
難
所
と
な
っ
て
い
た

福
島
市
の
ふ
く
し
ま
自
治
研
修
セ

ン
タ
ー
を
訪
問
し
ま
し
た
。
塾
長

の
青
山
一
美
さ
ん
ら
５
人
の
塾
生

が
参
加
し
、
避
難
し
て
い
た
子
ど

も
た
ち
約　

人
に
、
ポ
ッ
プ
コ
ー

７０

ン
や
綿
菓
子
、
軽
食
な
ど
を
振
る

舞
い
ま
し
た
。
施
設
の
関
係
者
や

保
護
者
の
か
た
か
ら
は
、
な
か
な

か
塾
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
感
謝
の

言
葉
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

な
か
な
か
塾
が
福
島
県
の
避
難
所
を
訪
問

国
体
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
馬
術
競
技

震
災
チ
ャ
リ
テ
ィ
��

額
田
夕
涼
み
会

　

震
災
の
影
響
で
額
田
神
社
大
祭

礼
が
中
止
と
な
っ
た
今
年
、
夏
の

思
い
出
に
と
商
工
会
額
田
青
年
部

の
皆
さ
ん
が
中
心
と
な
り
、
８
月

　

日
に
額
田
中
央
公
民
館
で
、
東

２０日
本
大
震
災
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
額
田

夕
涼
み
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

か
き
氷
や
焼
き
そ
ば
な
ど
の
出

店
や
、
牛
乳
早
飲
み
大
会
や
き
も

だ
め
し
の
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
、
子

ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
で
終
始
会

場
を
賑
わ
せ
て
い
ま
し
た
。
な

お
、
売
上
金
の
一
部
が
震
災
復
興

の
た
め
に
と
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。



広報なか１０月号１５

那
珂
市
野
球
連
盟
大
会　

第　

回
親
善
夏
季
野
球
大
会
が

４５

７
月
３
日
か
ら　

日
、
那
珂
総
合

１０

公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
日
ご

ろ
か
ら
、
練
習
を
積
ん
で
い
る
市

内
の
各
野
球
チ
ー
ム
の
、
熱
の
こ

も
っ
た
プ
レ
ー
に
、
応
援
席
か
ら

は
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。
ま
た

大
会
で
は
、
チ
ー
ム
同
士
の
白
熱

し
た
試
合
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
勝
ち
上
が
り
、

タ
イ
ガ
ー
ス
と
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー

が
決
勝
戦
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、

タ
イ
ガ
ー
ス
が
見
事
優
勝
を
飾
り

ま
し
た
。

　

７
月
９
日
、　

日
に
友
好
都
市

１０

の
秋
田
県
横
手
市
で
開
催
さ
れ
た

全
国
ブ
ロ
ッ
ク
選
抜
高
校
男
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
横
手
わ
か
杉

カ
ッ
プ
に
、
市
内
２
つ
の
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
（
瓜
連
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
那

珂
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
）が
招
待
さ
れ
、

　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
全
国
の

６０強
豪
チ
ー
ム
が
参
加
す
る
大
会
で

は
観
戦
の
ほ
か
に
エ
キ
シ
ビ
ジ
ョ

ン
で
試
合
を
し
た
り
貴
重
な
体
験

を
し
ま
し
た
。
ま
た
横
手
市
少
年

団
と
の
交
流
練
習
会
や
蕎
麦
打
ち

体
験
等
で
親
交
を
深
め
ま
し
た
。

横
手
ス
ポ
�
ツ
交
流

市
内
伝
説
の
里
め
ぐ
り　

９
月
１
日
、
歴
史
民
俗
資
料
館

主
催
で
、
特
別
企
画
展
「
那
珂
市

域
の
伝
説
展
」
に
関
連
し
て
企
画

さ
れ
た
市
内
に
残
る
伝
説
の
地
を

巡
る
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

約　

人
の
市
内
外
か
ら
の
参
加

４０

者
は
、
源
義
家
伝
説
を
は
じ
め
、

霊
験
あ
る
お
地
蔵
様
や
神
社
仏
閣

な
ど
を
回
り
、「
那
珂
市
が
、
こ
ん

な
に
興
味
深
い
話
が
た
く
さ
ん
あ

る
、
伝
説
の
里
だ
と
は
知
ら
な

か
っ
た
」
な
ど
、
郷
土
の
知
ら
れ

ざ
る
魅
力
に
触
れ
る
こ
と
の
で
き

た
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　

８
月　

日
、
一
乗
院
の
境
内

１４

で
、
飯
田
夏
祭
り
実
行
委
員
会
、

子
供
会
育
成
会
、
自
治
会
の
合
同

主
催
に
よ
る
第　

回
飯
田
夏
祭
り

１７

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
祭
り
は
、

煙
火
の
合
図
と
共
に
山
車
を
先
頭

に
子
供
神
輿
が
筑
波
神
社（
飯
田
）

を
出
発
し
、
元
気
な
掛
け
声
を
か

け
な
が
ら
一
乗
院
に
到
着
。
夕
方

か
ら
盆
踊
り
が
催
さ
れ
、
子
供
た

ち
は
一
生
懸
命
に
太
鼓
や
踊
り
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
○
×
ゲ
ー

ム
等
も
行
わ
れ
、
想
い
出
に
残
る

夏
休
み
の
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

�
ワ
ッ
シ
ョ
イ
�ワ
ッ
シ
ョ
イ
�飯
田
夏
祭
り



１６

善意銀行へ
ご協力ありがとうございます

８月１５日～９月１４日（敬称略）

切手・テレカボランティアポピー
 １０，０７０円
野木　利三郎 １０，０００円
茨城県牛乳普及協会 ２２，８１５円

※善意銀行の寄付は、那珂市社会
福祉協議会でお受けしていま
す。 �２９８－８８８１

�������	
��
���

����

　８月２９日、那珂一中同窓会（昭
和５２年卒）から、８１，７００円が市に
寄付されました。
　母校の早期復旧を願う同窓生に
よって集められたこの寄付金は、
地震で被害を受けた那珂一中の校
舎および体育館の復旧工事費に充
てられます。

������

�������	
��

　８月１９日から２５日まで、中央公
民館ロビーにて、原爆写真パネル
展が開催されました。
　広島や長崎が受けた原爆の悲劇
を繰り返さないため、そして平和
の尊さを伝えるために、広島平和
記念資料館からお借りしたパネル
３０枚が展示されました。

茨城県牛乳普及協会の皆さん

� 人の動き �

那珂市の人口（９月１日現在）

※（　）内は前月比
　男　　　２７，４９６人 （＋１３）
　女　　　２８，３８５人 （－１６）
　計　　　５５，８８１人 （－３）
世帯数　　２１，０２１世帯　（＋１７）

○出生　４３人
○死亡　３８人

（８月１日～３１日）

� 国保ミニ情報  �

○那珂市国保の加入者数　１５，８７３人

　（平成２３年８月末現在・

 前月比４７人減少）

○那珂市国保が医療費の一部として

支払った金額　２億８，２５６万円

　（平成２３年８月・

 前月比２，１９１万円増加）
※皆さんの日頃の健康づくり、病気予
防の心がけが医療費の増加、ひいて
は国保税の増額を抑えることにつな
がります。ご協力をお願いします。

� 今月の納税  �

○市県民税（普通徴収） ３期

○国民健康保険税（普通徴収）

 ４期

○後期高齢者医療保険料（普通徴収）

 ４期

○介護保険料（普通徴収） ４期

納期限：１０月３１日

■市税の納付は口座振替で

　市税の納付には、便利で確実
な口座振替制度がありますの
で、どうぞご利用ください。
　詳細については、下記までお
問い合わせください。
問い合わせ／収納課収納Ｇ

�２９８－１１１１　内線１７２・１７３

土金木水火月日

５４３２１
１２１１１０９８７６
１９１８１７１６１５１４１３
２６２５２４２３２２２１２０

３０２９２８２７

休館日

�������	
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　市民の皆様に災害時の緊急情報をいち早くお知らせするために、市からの緊急情報を、ＮＴＴドコモの携帯電話を所有
するかたに一斉配信するシステムの運用を開始します。「エリアメール」とは、ＮＴＴドコモの携帯電話向けの災害情報手
段で、那珂市内の携帯電話基地局エリアの範囲内に滞在する、エリアメール機能を持つ携帯電話に情報を配信するシステ
ムです。
◆運用開始日　平成２３年１１月１日より
◆配信情報　避難勧告・避難指示・河川洪水警報等の生命に関わる緊急情報
◆エリアメールの特徴　初期費用、サービス利用料、受信料は無料です。事前のメールアドレスの登録は不要で、「エリア
メール」対応機種をお持ちのかたはどなたでも受信できます。受信時には、画面上に配信情報が自動的に表示され、専用
の警告音でお知らせします。那珂市民でなくとも、一斉配信時に那珂市内の携帯電話基地局エリアの範囲内に滞在してい
るかたも受信できます。　問い合わせ／環境安全課防災・交通グループ　�２９８‐１１１１　内線４４２～４４５
※エリアメールについて詳しくはＮＴＴドコモのホームページをご覧ください。対応機種や操作方法についてはＮＴＴドコモの販売店
等にお問い合わせください。

エリアメールによる市の緊急情報の配信について



広報なか１０月号１７

●市役所の電話番号

　�２９８－１１１１（代表）

●ホームページ URL

　http://www.city.naka.lg.jp

●メールアドレス

　kikaku@city.naka.lg.jp

●おしらせ版

市では、「広報なか」のほかに、

「おしらせ版」（月３回（ただし、

５月、８月、１月は月２回））を発

行しています。このコーナーでは

その一部を掲載していますが、

「おしらせ版」も併せてご覧くだ

さい。

日時／１１月２日（水）、９日（水）、
１６日（水）、３０日（水）

いずれも９：００～１５：００
場所・問い合わせ／
那珂市社会福祉協議会（市総合保健福
祉センター「ひだまり」内）
�２９８－８８８１

日時／１１月８日（火） １３：００～１７：００
１１月２２日（火）１３：００～１６：００

場所／市役所（本庁）　１階　市民相談室
相談員／弁護士
申込方法／事前に次まで予約してくだ

さい。
申し込み・問い合わせ／
秘書課市民相談室　�２９８－１１１１　内線１１７

３日　那珂クリニック （中台）
�２９５－９８００

６日　那珂中央クリニック （飯田）
�２９８－７８１１

１３日　諸岡医院 （瓜連）
�２９６－１１２３

２０日　塙内科消化器科 （後台）
�２９５－２１１０

２３日　瓜連慶友整形外科 （古徳）
�２９６－１１１６

２７日　なかむら内科・
泌尿器科クリニック （飯田）

�３５３－２３１０

■診療時間／９：００～１１：３０
※受診の際、必ず当該医療機関へ電
話で問い合わせください。
※診療時間外は、「茨城県救急医療情
報コントロールセンター」（�２４１
－４１９９）、または「那珂市消防本部」
（�２９５－２１１１）へお問い合わせく
ださい。 

11月の休日当番医

わたしたち那珂市民は、那珂・久慈の清らかな流れ
と豊かな緑に恵まれた郷土を愛し、市民としての誇
りを持ち、明るく住みよいまちをめざします。

一　すこやかな心と体をつくりましょう
一　伝統を大切にし教養をふかめましょう
一　助け合い思いやる心をもちましょう
一　きまりを守り安全を心がけましょう
一　自然を愛し資源をいかしましょう
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　浄化槽は、微生物などの働きを利用
して水をきれいにする装置です。その
ため、浄化槽の機能を十分に発揮させ
るには、定期的な維持管理（保守点検・
清掃）と定期検査（法定検査）が必要
であり、法律により実施が義務付けら
れています。適正な維持管理と定期検
査を行い、浄化槽を正しく使っていた
だくよう皆様のご協力をお願いします。
◆保守点検
　浄化槽内の機器、送風機やタイマー
などの点検調査を行い、消毒剤を定期
的に補充し、放流先が不衛生にならな
いようにします。１０人槽以下の家庭用
浄化槽の場合、年３～４回行う必要が
あります。県に登録している保守点検
業者に委託してください。
◆清掃
　浄化槽内に溜まった汚泥などを抜き
取ります。年に１回以上（全ばっ気方
式は６か月に１回以上）行う必要があ
ります。市町村の許可を受けた清掃業
者に委託してください。
◆法定検査
　浄化槽の保守点検・清掃がきちんと
行われ、きれいな水が放流されている
かを検査します。最初の検査は、浄化
槽を使い始めてから３～８か月以内に
行う必要があり、その後は毎年１回受
ける必要があります。（検査は有料）
　県指定検査機関の茨城県水質保全協
会にお申し込みください。
問い合わせ／
茨城県水質保全協会
�２２７－４８３６
茨城県生活環境部環境対策課
�３０１－２９６６

法律相談

心配ごと相談 浄化槽をお使いの皆様へ

　広報なか９月号（№８０）４ページに
記載しました「９月４日から日曜日も
住民票の写し等を交付しています」の
内容に不備がありました。正しくは次
のとおりです。お詫びして訂正します。
（正）
◆窓口に来られたかたに運転免許証等
本人確認書類の提示をお願いします。

お詫びと訂正
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　９月１３日、（独）国際協力機構（Ｊ
ＩＣＡ）から青年海外協力隊員と
して派遣される井上守江さん（後
台）が海野市長を訪問しました。
配属先は、ウズベキスタン西部に
位置するヌクス保健局で、現地で
は、母子保健指導や、感染症・生
活習慣病についての教育等を期待
されているということです。
　井上さんは、「現地のかたがたと
楽しく一緒に活動したいと思いま
す。日本の文化を知ってもらえる
ような活動もしていきたいです」
と抱負を語ってくださいました。



１８

■作り方

①ボールに卵を割りほぐしておく。
②ひき肉、ねぎ、しょう油、酒、塩をよく混ぜ合わせ、８等分
にする。
③フライパンに薄く油を引き熱し、割りほぐしておいた①を玉
じゃくし（７部目位）ですくい入れる。下側が焼けてきたら
②をのせ、二つ折りにし、形を整え、両面を少し焼く（これ
を８個作ります）。
④湯気の上がった蒸し器で中火で８分ほど蒸す。
⑤盛り皿にレタスを敷き、中央に卵ぎょうざを盛り付ける。

■材料（２人分）

　卵 ……………………… ２～３個　
　豚ひき肉 ……………… １６０ｇ　　　
　ねぎ（みじん切り） …… 大さじ２　
　しょう油 ……………… 大さじ１／２　
　酒 ……………………… 大さじ１／２　
　塩 ……………………… 小さじ１／６　
　サラダ油 ……………… 適量　　　
　レタス ………………… ２枚　　　

■
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■コメント
　　お好みでからししょう油をつけておいても
おいしいです。また、ひき肉の代わりに、ウ
インナー・にんじん・さつまいも（各みじん
切り）等を入れると、お子さんにも喜ばれます。

那珂市食生活改善推進員
連絡協議会

菅谷（成人食部会）

澤幡　田味子さん

卵ぎょうざ
ヘルスメイトさんが作る健康料理�
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■瓜連地区地域審議会の様子■那珂地区地域審議会の様子
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静 

齋
藤　
　

澄
空 

盛
司

瓜
連 

ラ
ッ
ジ　

美
波 

 

ジ
ェ
フ
リ
ー
パ
ト
リ
ッ
ク

額
田
南
郷 

成
田　
　

裕
貴 

洋
一

菅
谷 

佐
藤　
　

茉
夏 

孝
史

菅
谷 

丹
治　
　

創
一 

正
幸

戸
籍
の
ま
ど

�

�
月�

日
�
�
月�

日
届
出

��

���
敬
称
略
�

お
め
で
た

本
米
崎 

金
澤　
　

初
江 

　

歳
６１

中
台 

金
子　
　

ヨ
シ 

　

歳
７６

横
堀 

大�
　
　

實 

　

歳
９４

菅
谷 

神
長　
　

は
ま
子 

　

歳
７６

瓜
連 

冨
山　
　

久
江 

　

歳
６４

菅
谷 

船
橋　
　

清 

　

歳
８５

飯
田 

結
城　
　

敏
雄 

　

歳
６７

後
台 

山
田　
　

さ
く 

　

歳
９４

下
大
賀 

疋
田　
　

は
ぎ
の 

　

歳
９５

中
台 

杉
浦　
　

喜
男 

　

歳
８４

後
台 

根
本　
　

安
男 

　

歳
６０

北
酒
出 

鈴
木　
　

ま
き
の 

　

歳
８１

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
市
民
の
皆
様
か
ら

届
出
が
あ
っ
た
も
の
の
う
ち
、
掲
載
を

希
望
さ
れ
た
か
た
の
み
掲
載
し
て
い
ま

す
。

お
く
や
み

近
詠
「
自
由
吟
」






